
歯科診療報酬について

- 在宅歯科医療の推進 -

（参考資料）
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訪問歯科診療の実際
訪問診療用ポータブルユニット
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必要人員を確保した上で、ソファーに移動しても
らっての診療 内科主治医が立ち会っての訪問歯科診療
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※ 対象：有効回答のあった577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）のうち、
訪問歯科診療を実施していると回答のあった135施設
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訪問歯科診療における１施設当たりの歯科疾患別の月平均患者数

（平成21年度医療課調べ）
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(道健一：高齢期の口腔管理と展望, 日本歯科医学会雑誌, 2002)

(％)

歯科疾患の高齢患者の全身疾患有病率
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（詰め物・被せ物等）
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歯内療法

（歯の神経等の治療）

その他

訪問歯科診療における１施設当たりの治療内容別の患者割合（%）
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（平成21年度医療課調べ）

※ 対象：有効回答のあった577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）のうち、
訪問歯科診療を実施していると回答のあった135施設
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（菊谷 武ら、特別養護老人ホームにおける継続的な口腔機能管理の効果、日本歯科医師会雑誌,2009）

訪問歯科診療を行っていない施設では、義歯の使用を中止した者が多く、訪問
歯科診療を行った施設では、義歯の使用を継続した者が多い。

（N=119） （N=120）
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● 要介護者368名（男性：139名・女性：229名 平均年齢81.0±8.1）に対する調査
● 無歯顎者（歯が1本もない者）：39.1％ 平均現在歯数：7.1本
● 日常生活自立度が低下するほど、現在歯数は減少傾向にある。
● 要介護度が高くなるほど、重度う蝕が多くなる傾向にある。
● 義歯装着者は全体の77.2％で、その内、調整あるいは修理が必要なものが
20.1％、新しい義歯を作製する必要のあるものは38.0％
● また、要介護度が高くなるほど、歯科治療の必要性も高くなる傾向であった。
● 歯科治療の必要性については、74.2％のものが「何らかの歯科治療が必要」であ
り、その内容としては、補綴治療（義歯等の作製）、齲蝕治療、歯周治療の順であった。
● 実際に歯科治療を受診した者は26.9%

歯科医療の必要性と実際の受診には、おおきな隔たりがある。

出典：情報ネットワークを活用した行政・歯科医療機関・病院等の連携による要介護者口腔保
健医療ケアシステムの開発に関する研究（平成14・15年度厚生労働科学研究費補助金
（長寿科学総合研究事業）．研究代表者：河野正司 新潟大学教授）

要介護者の口腔状態と歯科治療の必要性
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（平成20年4月診療報酬改定による大学歯科口腔外科・
病院歯科影響調査報告書；日本口腔外科学会）

病院歯科の総収入変動に関連したと考えられる
平成20年度歯科診療報酬改定項目（複数回答）
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歯科大学病院の損益率
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※ 有効回答のあった患者444名（調査票送付数:無作為抽出した1,000名）のうち、本人
または家族に訪問歯科診療の経験があると回答した患者33名について集計
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（平成21年度医療課調べ）
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※ 有効回答のあった577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）のうち、訪問歯科診療の
実施の有無に関わらず、訪問歯科診療の課題について回答のあった施設を集計
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訪問歯科診療に関する情報源（患者）

9

（平成21年度医療課調べ）

（名）

※ 有効回答のあった患者444名（調査票送付数:無作為抽出した1,000名）のうち、
本人又は家族に訪問歯科診療の経験があると回答した患者33名について集計
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①在宅歯科医療を推進する歯科医師、歯科衛生士の養成講習会
（歯の健康力推進歯科医師養成講習会）

実施方法：日本歯科医師会委託
開催地区：全国８地区で開催、１地区 約５０人
内 容 ：在宅歯科診療の注意点、医師等の医療福祉連携、介護施設で

の実習等

②在宅歯科医療機器に関する歯科医療機関への補助制度
（在宅歯科診療設備整備事業）

対 象：上記①の講習会を修了した歯科医師で、医療機関の開設者で
ある者。

補助内容：在宅歯科医療に必要な機器等に関する、初度設備整備事業
補助割合：事業主１／３、都道府県１／３、国１／３

在宅歯科医療推進の基盤整備
（平成20年度～）
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歯科診療報酬について

- 障害者歯科医療の充実 -

（参考資料）
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障害者に対する治療内容別の対応可能な
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歯科診療報酬について

- 患者の視点にたった歯科医療 -

（参考資料）
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歯科疾患の管理に係る提供文書の例 義歯の管理に係る提供文書の例
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患者への説明が行いやすくなった

口腔内の状況や治療内容に対する患者の理解
度が高まった

歯科診療に対する患者の安心感が増した

歯科診療に対する患者の満足度が高まった

患者との信頼関係が深まった

より円滑に診療が行えるようになった

より計画的な医学管理が行えるようになった

患者がより積極的に受診したり、セルフケアを行
うようになった

【歯科医師に与える影響・効果】

歯科疾患管理料に係る情報提供による効果（歯科医療機関回答）

（平成21年度医療課調べ）

【患者に与える影響・効果】

※ 有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）のうち、
さらに情報提供の効果について回答のあった施設を集計

(N=520)
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歯科疾患管理料に係る情報提供による効果（患者回答）

（平成21年度医療課調べ）

21.1 

36.6 

26.8 

32.4 

28.2 

26.8 

36.6 

26.8 

25.4 

33.8 

42.3 

46.5 

40.8 

31.0 

43.7 

40.8 

54.9 

49.3 

28.2 

15.5 

21.1 

16.9 

31.0 

19.7 

18.3 

14.1 

19.7 

12.7 

4.2 

4.2 

7.0 

8.5 

5.6 

4.2 

2.8 

1.4 

2.8 

1.4 

1.4 

1.4 

1.4 

2.8 

0.0 

0.0 

2.8 

0

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

1.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大いにあてはまる ややあてはまる どちらともいえない

あまりあてはまらない 全くあてはまらない よくわからない

無回答

歯科診療に対する満足度が高まった

歯科診療に対する安心感が増した

口腔内の状況や治療内容に対する理解度が高まっ
た

積極的に受診するようになった

歯科医師や歯科衛生士との信頼関係が深まった

家庭での歯みがきや手入れ方などの理解が深まった

歯や口の病気・治療内容への関心が高まった

歯や口の健康保持への気持ちが高まった

歯や口の悩みを歯科医師・歯科衛生士に相談しやす
くなった

※ 有効回答のあった患者444名（調査票送付数:無作為抽出した1,000名）のうち、
さらに情報提供の効果について回答のあった患者を集計

(N=71)

16
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1.6

1.8

10.6

21.6

27.3

36.3

39.2

40.5

44.4

57.0

67.6

67.8

73.4

80.0

0 20 40 60 80 100 
（％）

治療内容や治療方針

（平成21年度医療課調べ）

（N = 444）

歯の状態と全身との健康の関係

歯や口の病気の予防や重症化しないために家庭での留
意点

自分自身の歯みがき後のみがき残しの状態

効果的な歯みがきの方法

治療効果

治療に要する費用

治療に要する期間

歯や口の状態や検査結果

歯や口の機能障害の有無

歯の病気を予防するための飲料物や間食の注意点

喫煙習慣による歯や口の病気への影響

その他

不明

歯科医療機関から提供してほしい情報（患者）

※ 有効回答のあった患者444名（調査票送付数:無作為抽出した1,000名）について集計
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31.3

51.9

70.3

78.8

91.6

0 20 40 60 80 100

歯・口の状態や検査結果の概要

治療内容・方針

患者自身が家庭で留意事項（歯磨きの回
数、時間、注意してみがく歯の部位等）

歯や口の病気と関連のある生活習慣の改
善状況

新製義歯の取り扱い、清掃・保管方法等

（％）

（平成21年度医療課調べ）

（N=64）

（N=71）

歯科疾患管理及び義歯管理に係る情報提供文書の
内容の分かりやすさ（患者）

※ 有効回答のあった患者444名（調査票送付数:無作為抽出した1,000名）のうち、
さらに「情報提供文書の分かりやすさ」について回答のあった患者を集計

17
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現 行 提案内容

歯冠修復及び欠損補綴（ほてつ） 歯冠修復及び欠損治療

補綴（ほてつ）物維持管理料 クラウン・ブリッジ維持管理料

補綴（ほてつ）時診断料 ブリッジ・有床義歯診断料

歯髄覆罩（ふくとう） 歯髄保護処置

非侵襲性歯髄覆罩（ふくとう）（A-IPC） 歯髄温存療法

楔状（きつじょう）欠損（WSD） 歯質くさび状欠損

難解であると考えられる歯科用語に関する日本歯科医学会からの提案
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歯科診療報酬について

- 生活の質に配慮した歯科医療の充実-

（参考資料）
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（歯科疾患実態調査）
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補綴物なし

その他

ブリッジ

部分床義歯

全部床義歯

年齢階級（歳）

喪失歯数（本）

（平成17年歯科疾患実態調査）

年齢階級別平均喪失歯数と治療内容
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31.8 

59.0 

9.2 
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100 

入れ歯治療の経験のある者の割合

（％）

入れ歯治療
経験あり

入れ歯治療
経験なし

不明

（N=444）

（平成21年度医療課調べ）

32.6

66.0

1.4
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60 
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80 

90 

100 

（％）

入れ歯破損
経験あり

入れ歯破損
経験なし

不明

（N=141）

入れ歯治療経験のある患者のうち、義歯が
破損した経験のある者の割合

20

※ 有効回答のあった患者444名（調査票送付数:無作為抽出した1,000名）を集計
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62.5

37.5

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

義歯修理経験者のうち、入れ歯を1日以上、
歯科医療機関に預けた経験のある患者の割合

（％）

経験
あり

経験
なし

（平成21年度医療課調べ）

当日内に義歯の修理ができなかった理由
（歯科医療機関回答）

6.9

4.9

6.2

13.4

68.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

その他

患者の都合

医療機関内の歯科技工
体制が十分でない

義歯の破損状態

（％）
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50.041.7

8.3

修理のために義歯を預けた期間における患者の食事の状況

（％）

入れ歯なしで食事不自由ながら合わない古い
入れ歯で食事

食事の内容を変更

（平成21年度医療課調べ）

21
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3.3 

2.9 

2.2 

0 

1 

2 

3 

4 

歯科技工室未設置 歯科技工室設置（歯科技工士未配置） 歯科技工室設置（歯科技工士配置）

（平成21年度医療課調べ）

※※ P＝0.0025＜0.01

修理のために義歯を歯科医療機関に１日以上預けた場合の平均所要日数

（日）

P＝0.1685

（N=306）

※※ P＝0.0001＜0.01

※1：有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）のうち、
さらに、1日以上、義歯を預かったことのある施設

※2：義歯預け入れ期間が７日未満の場合を集計
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平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年

歯科技工所等

医療機関

就業先別の歯科技工士の推移
（人）

（保健・衛生行政業務報告）

歯科技工士を配置している歯科医療機関の割合

（歯科医療機関数：66,732施設）

（平成17年医療施設調査）

35.0%

50.7%

14.3%

歯科技工室未設置

歯科技工室設置（歯科技工士未配置）

歯科技工室設置（歯科技工士配置）

22
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68.9

45.1

15.4

0

25

50

75

100

頭頸部がん患者に対する義歯（床）型の
口腔内補助装置の効果

（％）
（N=132）

義歯（床）型口腔内
補助装置装着患者

咀嚼しやすさが改善 口腔内残留物の減小

咀嚼機能等が低下した患者に対する歯科医学的アプローチによる改善例

※ 義歯（床）型の口腔内補助装置

口腔内の形態や空隙を考慮して、咀嚼
運動等の機能改善を補助する義歯（床）
型の装置

（日本老年歯科医学会；症例調査）
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歯科診療報酬について

- 歯科固有の技術の評価 -

（参考資料）

47
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歯科疾患の推計患者数の推移

（患者調査）

（千人）
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4936

1436
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（平成20年7月1日現在）

歯周組織再生誘導手術 う蝕歯無痛的窩洞形成加算
（レーザー応用によるう蝕除去）

（平成21年度医療課調べ）

施設基準の届出医療機関数

（施設）
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上段：う蝕歯無痛的窩洞形成加算（36施設）
下段：歯周組織再生誘導手術（52施設）

25

※ 対象：有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）のうち、
どちらか一方のみの施設基準の届出施設

46.2

40.4

15.4

15.4

5.8

22.2

30.6

2.8

13.9

2.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

歯周組織再生誘導手術及び無痛的う蝕歯窩洞形成加算に関する課題

（％）

適応症が限られている

設備・機器・材料整備に係る負担

使用できる医療機器・材料の種類等が
少ない

技術の難度や所要時間が診療報酬に十
分反映されていない

技術についての患者への周知不足

（平成21年度医療課調べ）
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歯周組織再生
誘導手術
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57.1 
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C D EBA歯肉剥離
掻爬手術

（分）
（％）

（n=117）（n=208）

歯肉剥離掻爬手術の
難度は、Ｄ～Ｅ（部位に
よる）

〈参考〉

歯周組織再生誘導手術に要する平均時間及び難易度

平均所要時間 技術の難易度

【技術の難易度】

Ａ：歯科医師の指導・監督下で歯科衛生士でも可能
Ｂ：歯科医師であれば誰でも可能
Ｃ：中程度の診療技術を必要とする
Ｄ：やや高度の診療技術を必要とする
Ｅ：さらに高度の専門的トレーニングを要する高い技術を必要とする

（日本歯科医学会「歯科診療行為のタイムスタディー調査」及び平成21年度医療課調べ）

※ 対象：有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:
無作為抽出した632施設）のうち、歯周組織再生誘導手術
に係る施設基準の届出施設
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う蝕歯無痛的
窩洞形成加算

窩洞形成
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C D EBA

技術の難易度

〈参考〉 （n=1696）（n=189）

平均所要時間（分） （％） 窩洞形成の難度は、Ｃ
～Ｄ（う蝕の発生部位
による）

【技術の難易度】

Ａ：歯科医師の指導・監督下で歯科衛生士でも可能
Ｂ：歯科医師であれば誰でも可能
Ｃ：中程度の診療技術を必要とする
Ｄ：やや高度の診療技術を必要とする
Ｅ：さらに高度の専門的トレーニングを要する高い技術を必要とする

（日本歯科医学会「歯科診療行為のタイムスタディー調査」及び医療課調べ）

う蝕歯無痛的窩洞形成加算に係る技術に要する平均時間及び難易度

26

※ 対象：有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:
無作為抽出した632施設）のうち、う蝕歯無痛的窩洞形成
加算に係る施設基準の届出施設
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８回以上９回未満

９回以上１０回未満

１０回以上

（N=531）

平均：3.4回

新たに製作した有床義歯の患者１人当たりの調整回数

（%）
医療機関の割合

（平成21年度医療課調べ）

※ 対象：有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:
無作為抽出した632施設）のうち、新製有床義歯の調整を
行ったこのとのある施設
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長期的な義歯管理が定着してい
ない

義歯管理料の算定要件が複雑

義歯管理の方法や重要性が患者
に十分周知されていない

実際の義歯の調整回数等診療実
態に合っていない

その他

義歯の診療報酬体系の定着

義歯の管理を行う上での診療報酬上の課題（歯科医療機関；複数回答）

（%）

（平成21年度医療課調べ）

27

※ 対象：有効回答のあった歯科医療機関577施設（調査票送付数:無作為抽出した632施設）
のうち、義歯の管理の課題について回答のあった施設

（N=263）
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注1：補綴物維持管理を選択している場合においては、再製作は原則として実線の範囲内で算定する。

注2：補綴物維持管理を選択していない場合においては、すべて原則として実線の範囲内で算定する。

注3：製作料等の技術料は、特掲診療料として算定する一連の技術料である。
（補綴時診断，補綴関連検査，歯冠形成，支台築造，印象採得，咬合採得，試適, リテイナー，装着等）

（出典）社会保険研究所発行「歯科用語の解説」より引用

補綴物維持管理料

製作料等の技術料
（7割で算定）

基本診療料

製作料等の技術料
（7割で算定）

基本診療料

基本診療料

製作料等の技術料

基本診療料

製作料等の技術料

【補綴物維持管理料を選択する場合】 【補綴物維持管理料を選択しない場合】

新規

再製作

新規

再製作

補綴物維持管理と２年以内のブリッジ等の再製作の考え方
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（医療課調べ）
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